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●H2L株式会社 

 

 

 

令和5年度障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境に整備等に向けたモデル創出事業）

取絹成果報告
取組テーマ：デジタル技術を活用した障害者スポーツ実施環境の整備

H2L株式会社
日本障害者カヌー協会

会社紹介（企業理念）

U-SPORT 
PROJECT 

9ば忠
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会社紹介（技術紹介） ・ば忠

固有感覚
→物体に作）廿する感立

→能動的で臨場感がある体験共布に必吸な感此

りんこが
藩ちてきて乗った！
（固有愚覚：重量覚）

手指を伸ばしている

（固有感覚：位●覚）

りんこがあるので
指が握り込めない
（固有感覚：挺抗覚）

他者やロボット、アバターと体験を共有する技術「BodySharing」

会社紹介（事業内容） 9は雰

「BodySharing」の普及を目指した製品開発や事業開発

＇ 
UnlimitedHand坐

／／／  
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事業概要 ・ば忠

①障害者スポーツの課題解決を目指した
VRカヌ一体験システム「カヌーシェアリング」の開発

➔障害者が屋内にいながらにして、
リアルなスポーツ体験を行える環境を提供

➔屋外スポーツや地域スポーツの楽しみや効果を気軽に得られる機会の創出

本システムにはH2Lの独自技術「BodySharing技術」を使用

➔ 「パドルで水を掻く際の水の重さ」や「座面の揺れ」を再現
リアルな体験を可能に

② 「カヌーシェアリング」体験イベントの開催
➔障害の有無や年齢を問わず、あらゆる方へのカヌー体験の提供
➔システム改善のためのフィードバック取得

事業の実施体制・スキーム 9は雰
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日本即害者カヌー協会

B. 2回の体験イベントの開催

その他

・応がい者のユーザインタフェースに

関するデータ提供

・カヌーシェアリングシステムの

実験アドバイス

・理学根法士やコーチと研究調整
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事業の成果と考察 ・ば忠

①VRカヌ一体験システム「カヌーシェアリング」の開発

実際に水を掻くときのような重さを感じられるパドルと、
実際のカヌーの揺れを再現した座面機構

→筐体は大人2人で持ち運びできる大きさ＆重さ

事業の成果と考察

②「カヌーシェアリング」体験イベントの開催

No 日付 積拐1j 実施場所 主な対象者 体験者数

1 2023/11/8(71<) テスト H2Lオフィス JPCAスタyフ

2 2023/11/11（土） テスト 臨海町コミュニティ会館 JPCAス，，，yフ ， 

3 2023/11/23（木） 体験会 武蔵野の森 イベント来場者 11 
総合みポーツプラザ

4 2023/12/1（金）～体験会 菱刈カヌー競技場 イベント来場者 71 

2023/12/3(8) （鹿児島県伊佐市）

5 2024/1/20（土） 体験会 東京体育館 イベント来場者 25 

計 117

イベント運営の経験豊甜な障害者カヌー協会様と連携し、
当Hまでの準備や体験会当Hの運営を進行

VRゴーグルで見える映像
※障害者カヌー協会様と連携し、
鹿児島県と香川県の2地点の映像を）廿意

9は雰

鹿児問県伊佐市
での体験の様子

※障害者カヌー協会様を

l通じて、伊佐市とも連抄

東京体育館
での体験の様子 !,__.J
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●クオールホールディングス株式会社 

 

次年度以降の計画 ・ば忠

・カヌー選手や体験イベン ト参加者の意見をもとに、筐体やアプリケー
ションを改善

→ 「障害者カヌーの競技者（初心者）向けの練習用」

「障害者カヌー普及を目的とした、未経験者向けの体験用（イベント用）」

の2通りでの展開を検討
→障害の有無や年齢を問わず、

あらゆる人の健康増進やトレーニング効率化への展開も併せて検討

・カヌー以外のスポーツヘの展開

→手軽に実施できる障害者スポーツ技術の確立やコミュニティの形成をリー

ドできる存在を目指す

令和5年度障害者スポーツ推進プロジェクト
（障害者スポーツの実施環境に整備等に向けたモデル創出事業）

取組成果報告
取絹みテーマ

エ）オープンスペースを活用したインクルーシブなスポーツ実施環境の整備

クオールホールディングス株式会社

U-SPORT 
PROJECT 
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●北海道 
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●一般社団法人日本デフバレーボール協会 
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●公益財団法人 B&G財団 
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●学校法人電子学園 
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●一般社団法人日本パラ陸上競技連盟 

 



78 

 

 

 



79 

 

 

 

 

 

 

 

  



80 

 

第５章 障害者スポーツに関する情報収集及び発信 

 

■プロジェクト名称・プロジェクトロゴマークの策定 

 本プロジェクトに関わる多くのステークホルダーに向けたコミュニケーション戦略の一環とし

て、プロジェクトの趣旨や目指す姿を明確に打ち出すために、本事業の名称およびロゴマークの開

発を行った。検討にあたっては、各分野の有識者などの意見も踏まえながら、スポーツ庁と協議の

上、「U-SPORT PROJECT」という名称と以下のロゴマークを決定した。 

 

 

決定したプロジェクト名称・ロゴマーク 

 

 プロジェクト名称である「U-SPORT PROJECT」の「Ｕ」には、「universal」「unbounded」「you」

などさまざまな意味が込められている。SDGsが企業と連携しはじめたことで花開いたように、社会

価値とビジネス価値が織り混ざりながら障害者スポーツ団体、民間企業・地方公共団体、様々なス

テークホルダーの力が重なることで障害者スポーツのあり方が変わっていく、その力が合わさって

いくプロセスを「U-SPORT PROJECT」というプロジェクト名に託している。 

 

 ロゴマークは、本プロジェクトが、障害のある方とない方がともにスポーツを楽しめるという新

しい世界への扉を開く様を、扉や本のように開く「Ｕ」の字をモチーフに表現している。また、ロ

ゴに使用している色は、SDGs の 3番目のゴール目標「すべての人に健康と福祉を」のグリーンと、

17番目のゴール目標「パートナーシップで目標を達成しよう」のネイビーを使用し、障害者スポー

ツによって得られる健やかさや、それを支える人々のパートナーシップを表している。 

 

 

■プロジェクト WEBサイトの構築 

 本プロジェクトの情報発信基盤として、プロジェクトの WEBサイトを構築した。 

 

 

 

U-SPORT 
PROJECT 
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・ば忠 LI-SPORT PROJECTとは？ 企業や団体と繋がりたい一
U-SPORT 
PROJECT 

一
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疇●奮スポーツ撞遺ブロジ ェクト

「U-SPORTPROJECT」とは？

疇賓●スポー·A9体．民悶企翼•ヵ”が憂訊．疇畜のある力とない方が

とも1とス亨ーツを憂しC●合の創出をBIiし竃,.

一

スポーツ庁は•このフロジェクトに鬱●してくださるみなさんを
支IIしています。

- -■日・

Connection 
企業や団体と繋がりたい

U•SPORT PROJ9C9では」．．．スポーツロ偽・民圃企重・泡方公箕a●の量がりの創叫遭嘱甕退．

協鸞・挟創関繹の講●や胃賓書スポーツ●過じた斬たな偏11の9J遺に冑けた支員●冥饒してい奮T•

モデル創出事業

（公募）

＊年虞の公舅は艘了いたしました。

．．．スポーツ●●●●●企纂・・9公賛a•によか●冒奮スポーツ●●に儡●●チル．．．．．．蟻してい●す

●●●u．その胃々の●●●スポーツ●●の●●やトレントにあわせて●々な公●メニュー覺置鳩ーており•ヽが、●●璽において．．することとして．
．．．スポーツ団は—●●●●-•万公員コ偽の●愚●●● 9`91閉停の●●につしがしようし●がり覺●凜した駁綸警●●したものとなってい置嘗．

會れ5年糧『●●讐スポーツ層•プロジェクト 1霞富•スポーツの寓慶霞填の璽●纂に冑99たモデ19創出●●l 』

本年度の採択企藁・団体はこちら
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イベント情報

緯害看スポーツ団体・民間企鐵・地方公共団体のマッチングや協働・共91を目的とした
各糧のイペントを開償しています。イペント慣報は随峙更新予定です。

（開催輯告）r経営支援EXPO』出層

震纏日程：202“年2月20日～228

開纏場所：東京ピッグサイト

ロこる口

2024年

認定制度がスタート！※
・正式な●●a鵬｀広宣となり•,...イトにて●鵬讐●●●●予定でt.

関連情報

闊書奮スポーツ団体、民間企戴J地方公共団体による協働・共創の取組●例を発信していきます．

特に、インクルーシブなスポーツ大会やスポーツ団体と企纂が連携したスポーツ大会の情帽を発償していきます。

そのほかJ覆●著スポーツに聞連する様々な憤帽や研修攪会の提供も予定しています．

霞害者スポーツを惟遺する企藁・団体も紹介

「U-SPORTPROJECT」

公式アカウントで発信中

゜
U-SPORT 
PROJECT 

乙年；芝 e==2零

Contact 
お問い合わせ

一
U-SPORT PROJECTとは？

企藁や団体と繋がりたい

お問い合わせ

プライバシーポリシー

利用規約

DEPDRTARE,..,'- 0 Sport in Life 
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・は需 U-SPORT PROJECTとは？ 企業や団体と繋がりたい一

皿 ＞USPORT PROJECTとは？

「U-SPORTPRO」ECT」とは？

fU-SPORT PROJECT」とは、スポーツ庁が実施する障害者スポーツを推進するブロジェクトです。

東京2020バラリンピック競技大会により、スポーツを通じた共生社会の実現に向けた機運が醸成さ

れました。障害者スポーツの普及活動を持続可能なものとするためには、こうした機を逃さず、隅害の

ある人とない人がともにスポーツを楽しむ機会を創出するとともに、障害者が生涯にわたってスポー

ツを実施するための墨盤を整偏することが重要です。

こうした観点から、本プロジェクトでは、障害のある人とない人が身近な場所でスポーツをともに実施

できる環境の整偏や、障害者スポーツ団体、民間企業・地方公共団体等の閲係団体の連携体制の構築

等を促進していくこととしています。

SDGsが企業と連携しはじめたことで花開いたように、社会価値とビジネス価値が織り混ざりながら障

害者スポーツ団体、民間企業・地方公共団体、様々なステークホルダーの力が重なることで障害者ス

ポーツのあり方が変わっていく、その力が合わさっていくプロセスを「U-SPORTPROJECT」というプロ

ジェクト名に託しています。

ロゴに込められた想い

U-SPORT 
PROJECT 

障害のある方とない方が、ともにスポーツを楽しめる。

そんな新しい世界への扉を開く様を、扉や本のように開く「U」の字をモチーフに表現しました。

SDGsの3番目のゴール目標「すべての人に健瞑と福祉を」のグリーンと、17番目のゴール目檬「パートナー

シップで目檬を達成しよう」のネイピーを使用し、隈害者スポーツによって得られる健やかさや、それを支

える人々のパートナーシップを表しています。

一
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9：＆唸 U・SPORT PRO」ECTと19’ 企讚や団体と繋がりたい ・冒冒＇冒日ロロ冒冒J -

皿 ＞イペント●●

イベント情報

霞害者スボーツ団体・民間企菫・地方公共団体のマッテングや協11・共●1を目的とした
各覆のイベントを閲饉してい●T．イベント偏帽は随騎I!斬予定でT,

【開催報告］「経営支援EXPO」出展

202• 09 29 

障害者スポーツで、新しいビジネスのヒラメキを！

2月20日～22日、東京ピッグサイトで開催された「経営支援EXPO」に、

U-SPORT PROJECTが出展しました！

今回の出農て1れ霞害者スポーツ1l1体尋16lll体と連携し羨湯企稟に対して、鱒書奮スポーツ等の団体と

籍むことで、他社とのII別化疋図り、企重の断しいビジネスシーズの飩蝙、DE&lll雹1l遍への寄与、企量

のプランディングや人材青成、事稟創出などにつなげることを提案しました・

農示ブースでは、誓加する16の各Ill伍等の活動や檜み、リソース．企纂との連携事例専を知っていただけ

るプレセンテーションを責籐したほか、隣害者スポーツを体験できるコーナーも設置．多くの企織の方1こ

ご来場いたださ．u-SPORTPROJ9CTを知っていただくとともに、出LLLLL体との名●）交控・憲見交換が行

われました•

が‘... 
U-SPORT PROJECTてはJ•＊召スボーツ団体• R闇企業・地方公共団体囀の連携1こよる．疇富のある方

とない万がともに楽しめるスポーツ環墳の●J出を目指し、今後もさまざまな取り岨みを実緯していき豪

す．

（経富支覆EXPO 出晨霞驀l

◆日閲：202ヽ年2月20日（火）～2月228（木）名日10:00~11.oo

●会場：東京ピッグサイト 東2•3 • 7ホー）し（東京絋江東区"1113•U•1)

11奮女橿9XPO内U-SPORTPROJECTブース ，Jヽ間爾号 S08•31

●出罵口体（順不同）

小学生ポッチd餞技会（株式会社NHKエンタープライズ1日本ポッチャ協会） Iクオールホールディングス
棟式会社/8本陣がい石サッカー遍蟹IH2L株式会社1日本庫書名カヌー協会IP.UNITEO 18本ソーシ
ャルフットポール協会1日本パラサイクリング連塁 8本饒書召ゴルフ協会IB亭ブラインドラグピー協

会 8本パラ饉上競技違盟1日本デフピーチ9（レーポール協会18本プライントサッカー協会I"*'"
アイスホッケー協会 l日本ポッチャ協会1日本陣がい召サッカー連盟 日本0ーイング協会パラ0ーイン

グ憂員会

ぐ―TOPベージに襲る7 
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■プロジェクトＳＮＳの立上げ 

 U-SPORT PROJECTの認知向上・理解促進に向けた情報発信ツールとして、プロジェクト公式 Xを

立ち上げた。今後、プロジェクト WEBサイトやスポーツ庁 WEBサイト、その他の情報コンテンツ等

と連動しながら、フレキシブルな情報発信・拡散に活用していく。 

 

 

U-SPORT PROJECT公式 X（@usportproject） 
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■プロジェクトタイアップ企画の実施 

 本プロジェクトの核となる、民間企業と障害者スポーツ団体の協働関係構築・価値の共創の促進

と、先進的な事例の発信を目的に、ビジネス系媒体の記事タイアップを企画・実施。具体的には、

障害者スポーツに関する取組に積極的な企業として長瀬産業株式会社 代表取締役会長 朝倉研二様

にご協力いただき、室伏長官との対談を実施し記事化。その中で、U-SPORT PROJECT と今後を見据

えた想いにも触れていただいた。 
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本事業の成果と課題 

 

 本年度は、プロジェクト本格稼働に向けた基盤整備の期間と位置づけ、現状把握調査からさまざ

まな仮説設計・試行・検証を行った。その結果、「Ｕ－ＳＰＯＲＴ ＰＲＯＪＥＣＴ」を立ち上げ、

そこに集う関係者がさまざまな連携の形を模索するための場を提供したり、関連情報を発信したり

するための基盤整備や、コンソーシアム、認定制度の設計など、次年度に走り出す準備を整えるこ

とができたことは成果と言える。 

一方で、各種の試行・検証から見えてきたこととして、障害者スポーツ団体・民間企業・地方公

共団体の連携については、互いに連携することのメリットに可能性は感じているものの、それが実

際に接続し持続的な取組みとして動き出すには、まだ多くの課題が残る。次年度には、コンソーシ

アムや認定制度等の運用を開始させながらも、平行して本プロジェクトの趣旨の認知・理解促進

と、３者が連携するための具体的な接点づくりについての試行を繰り返しながら、ブラッシュアッ

プを続けていく必要があると考える。 
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